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平成30年第８回教育委員会会議録 

 

日   時  平成30年７月23日（月）15時00分開会 17時00分閉会 

場 所 教育長室 

出 席 委 員 

教育長  宮 崎    肇 

委 員  佐々木  義 朗 

委 員  荒 井  由紀恵 

委 員  橋 場  正 人 

委 員  吉 村  恭 子 

欠 席 委 員 － 

事務局職員 

教育部次長       千 田  義 彦 

教育部学校指導室長   小 松  義 幸 

企画総務課長      伊 藤  樹 美 

学校教育課長      髙 橋  裕 輔 

文化施設課長      倉 島    毅 

学校指導課長      佐 藤    貢 

書 記 企画総務課総務係長   田 中  稔 大 

議 題 及 び 

議事の概要 
 別紙のとおり 
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１ 第８回教育委員会会議付議事件及び結果表 

 

平成30年７月23日（月）15：00開会 

 17：00閉会 
 

事件番号 件    名 議決結果 

議案第１号 教育委員会職員の任免について 原案可決 

議案第２号 千歳市学校運営協議会委員の委嘱について 原案可決 

報告第１号 
平成３０年度千歳市標準学力検査・知能検査分析報

告書について 
報告済 

報告第２号 
平成２９年度指定管理者モニタリング結果の報告

について 
報告済 

報告第３号 
平成３０年度における世界文化遺産の推薦候補の

選定について 
報告済 

報告第４号 市内小学校における感染性胃腸炎の発生について 報告済 
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教育長 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

教育長 

 

総務係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

委員 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年第８回教育委員会会議を開催いたします。 

本日は２件議事の追加があります。報告第３号に平成３０年度における

世界文化遺産の推薦候補の選定について、報告第４号に市内小学校におけ

る感染性胃腸炎の発生についてを追加いたします。 

また、議案第１号及び第２号は人事に関する議事であるため、報告第１

号は非公開事案が含まれるため、秘密会にしたいと考えます。よろしいで

しょうか。 

 

一同了承 

 

日程２ 会議録の承認について、お願いします。 

 

平成３０年６月２９日に開催されました平成３０年第７回教育委員会

会議は、議案が１件、報告が１件ございました。 

 議案につきましては、議案第１号 千歳市学校給食センター運営審議会

委員の委嘱又は任命について、原案のとおりご決定いただいております。 

また、報告につきましては、報告第１号 平成３０年度（第２４回）千

歳市・指宿市青少年相互交流事業について、報告済みとさせていただいて

おります。 

 以上でございます。 

 

会議録の承認の件は、よろしいでしょうか。 

 

一同了承 

 

それでは、日程３ 教育長の報告です。 

お手元の定例校長会資料をご覧いただきたいと思います。 

（資料に沿って、次の内容について説明） 

１．管内コンプライアンス確立に向けた重点取組の徹底について 

２．閉庁日の設定状況について 

３．部活動休養日の設定について 

４．休業中の教職員研修について 

５．休業中の教職員の服務について 

６．ＬＧＢＴへの対応について 

７．学校施設の適切な管理について 

８．不審者等への対応、児童生徒の安全確保について 

９．食育の推進について 

その他連絡事項は、記載のとおりです。 

２ 議題及び会議の概要 
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委員 

 

教育長 

 

 

委員 

 

教育長 

 

 

 

委員 

 

教育長 

 

 

 

 

 

委員 

 

教育長 

 

 

 

文化施設課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私からの報告は以上となりますが、何かご質問等ありますでしょうか。

よろしいですか。 

 

一同了承 

 

それでは、日程４ 議案に入ります。 

議案第１号 教育委員会職員の任免について、説明をお願いします。 

 

一同了承（秘密会：原案可決） 

 

それでは、只今の内容で議案第１号については、決定したいと思います。 

続きまして、議案第２号 千歳市学校運営協議会委員の委嘱について、

説明をお願いします。 

 

一同了承（秘密会：原案可決） 

 

それでは、議案第２号については、このように決定することといたしま

す。 

次に日程５報告に入ります。 

はじめに報告第１号 平成３０年度千歳市標準学力検査・知能検査分析

報告書について、説明をお願いします。 

 

一同了承（秘密会：報告済み） 

 

それでは、報告済みといたします。 

次は、報告第２号 平成２９年度指定管理者モニタリング結果の報告に

ついて、説明をお願いします。 

 

報告第２号 平成２９年度指定管理者モニタリング結果につきまして、

ご説明いたします。 

なお、このモニタリング結果につきましては、７月３０日に開催される

総務文教常任委員会に報告する予定となっております。 

まず、１ 青少年会館のモニタリング結果についてでありますが、配布

資料をご覧ください。 

千歳市青少年会館の指定管理者は、株式会社クリーン開発で、指定期間

は、平成２９年４月１日から平成３４年３月３１日まで（平成２９年度は

４期目の１年目）であります。 

「実施事業及び内容等」につきましては、資料に記載のとおりでありま
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す。 

「年間利用者数」につきましては、１万１,２５２人が利用しており、

前年度と比較いたしまして９１４人減少しており、主な要因としまして

は、「おあしす」の児童生徒の利用が１,０６８人減少したことによるもの

であります。 

なお、月別の利用状況につきましては、別紙１のとおりとなっておりま

す。 

「事業収支」についてでありますが、収入総額３６２万９,６６８円に

対し、支出総額は３３１万２,３４６円 で、収支差引額は３１万７,３２

２円となっております。 

年度別収支状況につきましては、別紙２のとおりであります。 

次に、「管理運営状況」の(１)「利用者からの評価」についてでありま

すが、指定管理者及び市が実施したアンケートについての内容と集計結果

について、記載しております。 

これらのアンケート結果につきまして、昨年度と大きく変わったものの

みの説明とさせていただきます。 

まず、ウ 施設の「職員対応」につきまして、「とてもよい」・「よい」・「ふ

つう」を合わせると、指定管理者の結果で９９.０％、市の結果で９７.

８％となっており、昨年度とほぼ同様の結果です。 

「設備機能」につきまして、「とてもよい」・「よい」・「ふつう」を合わ

せると、指定管理者の結果で ７７.０％、市の結果で ８３.１％となって

おります。 

「総合的な感想」につきましては、「とてもよい」・「よい」・「ふつう」

を合わせると、指定管理者の結果で ９２.６％、市の結果で ８９.７％と

なっております。 

オ「全体を通しての自由記載による主な意見・要望」は、記載のとおり

であります。 

なお、市のアンケート結果の詳細につきましては、別紙３－１・２のと

おりであります。 

続きまして、（２）の「事業報告書及び現地調査に基づく評価」につき

ましては、指定管理者から提出のあった、「月例報告書」及び「年次報告

書」により、管理運営業務の実施状況を確認しているほか、随時、現地調

査を行っており、施設の運営・管理は、協定書や仕様書に基づき適切に行

われていることを確認しております。 

（３）の「職員配置、意見・要望・苦情対応等、個人情報の管理」及び

（４）の「施設修繕状況」については、記載のとおりであります。 

「自主事業の達成状況」についてでありますが、青少年会館は、市の仕

様書に基づくソフト事業はありませんが、指定管理者から提案のあった事
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教育長 

 

 

荒井委員 

 

 

文化施設課長 

 

 

 

荒井委員 

 

 

 

教育長 

 

文化施設課長 

 

 

 

教育長 

 

 

業といたしまして、「環境学習in青少年会館」を実施しており、廃食油を

使ったローソク作りには、小学生やその保護者など３４人が参加しており

ます。 

続いて、「市民サービスの向上を図るための取組」についてであります

が、平日の開館時間を市条例の「午後１時から午後９時まで」となってい

るところを、「午前９時から」に早める取組を平成２９年度も継続したほ

か、花壇整備などを通じた快適な環境整備づくり、また、ホームページに

よる各部屋の空き情報を発信し、施設の利便性向上に取り組んでおりま

す。 

最後に、「評価（総合コメント）」でありますが、こまめな清掃による清

潔な状態の維持、利用者アンケート結果における職員対応などにおいて高

い評価を受けているほか、環境に対する取組を行うなど、指定管理者とし

ての運営・管理は適正に行われております。 

以上が、千歳市青少年会館のモニタリング結果報告であります。 

 

長くなりますので、施設ごとに説明と質疑とします。 

まず、千歳市青少年会館の件について、何かご質問等ありますか。 

 

施設利用者が減った主な要因は、「おあしす」利用者が減ったというこ

とでしたが、その理由について、何かありますか。 

 

減った理由ですけれども、２８年度の正式通級者数が月平均で３２名在

籍していたのですが、２９年度は月平均１７名の在籍となりましたことか

ら、２８年度と比較いたしまして減っております。 

 

すごい減りましたね。それは、不登校が減ったと捉えて良いのか、そう

ではないですよね。不登校だけれども「おあしす」に通う子が少なくなっ

てしまったということですか。 

 

平成２９年度の正式登録者は１７人しかいないのですか。 

 

月平均の登録者は１７人ですが、この場に、詳細な情報は持ち合わせて

おりません。過去５年の状況では、２７年度の月平均は２６名、２６年度

は２２名、２５年度は１８名となっています。 

 

毎年登録者が増えているのに、突然４年前の水準まで落ちるというの

は、何が理由なのか、きちんと確認をしてください。 

不登校児童生徒数は増えているので、詳細を精査して、その内容につい
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荒井委員 

 

教育長 

 

 

文化施設課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ては、次回の教育委員会会議で報告してください。 

それで、よろしいですか。 

 

はい。 

 

ほかにありますか。青少年会館はよろしいですか。 

では、次をお願いします。 

 

続きまして、２ 千歳公民館のモニタリング結果についてご説明いたし

ます。 

「実施事業及び内容等」につきましては、資料に記載のとおりでありま

す。 

次に「年間利用者数と利用件数」についてでありますが、平成２９年度

は、２万８,２０３人、１,６８１件の利用となっており、平成２８年度と

比較しまして、利用者数で１１４人、利用件数で１４６件それぞれ減少し

ております。 

利用者数・件数の減少は、貸館の減によるものであります。 

なお、（２）の月別利用者数につきましては、別紙２のとおりでありま

す。 

「事業収支」についてでありますが、収入総額３,０４９万６,７８７円

に対し、支出総額は２,９８９万５,７６５円 で、収支差引額は６０万１,

０２２円となっております。年度別収支状況につきましては、別紙３のと

おりであります。 

「管理運営状況」の（１）「利用者からの評価」につきましては、指定

管理者及び市が実施したアンケートについての内容と集計結果について、

記載しております。 

まず、ウ 施設の「職員対応」につきまして、「とてもよい」・「よい」を

合わせると、指定管理者の結果で７５.７％、市の結果で７４.９％、「ふ

つう」を含めると、指定管理者の結果で９５.９％、市の結果で９４.４％

となっております。 

「設備機能」につきまして、「とてもよい」・「よい」を合わせると、指

定管理者の結果で３５.６％、市の結果で４３.９％、「ふつう」を含める

と、指定管理者の結果で７５.２％、市の結果で８０.８％となっており、

「総合的な感想」につきましては、「とてもよい」・「よい」を合わせると、

指定管理者の結果で５９.５％、市の結果で５６.１％、「ふつう」を含め

ると、指定管理者の結果で９１.４％、市の結果で８８.５％となっており

ます。 

オ「全体を通しての自由記載による主な意見・要望」は、記載のとおり
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教育長 

 

 

文化施設課長 

 

 

 

 

 

 

であります。 

なお、市のアンケート結果の詳細につきましては、別紙４－１・２のと

おりであります。 

（２）「事業報告書及び現地調査に基づく評価」につきましては、指定

管理者から提出のあった、「月例報告書」及び「年次報告書」により、管

理運営業務の実施状況を確認しているほか、随時、現地調査を行っており、

施設の運営・管理は、協定書や仕様書に基づき適切に行われていることを

確認しております。 

（３）の「職員配置、意見・要望・苦情対応等、個人情報の管理」及び

（４）の「施設の修繕状況」については、記載のとおりであります。 

「自主事業の達成状況」につきましては、（１）の「市の仕様書に基づ

く事業」では、①の「公民館教室」では、仕様書に定める「年間３５教室」

に対して、３８教室開催、「公民館短期教室」では、同じく仕様書の「年

間５教室」に対して、１０教室開催、「セミナー」では、仕様書の「年間

４講座」に対して、６講座を行うなど、仕様書で示す開催数を上回る事業

を実施しており、（２）の「指定管理者から提案のあった事業」につきま

しては、公民館まつりや公民館教室「学習成果作品展」などを実施し、多

くの方が参加・来館しております。 

次に、「市民サービスの向上を図るための取組」についてでありますが、

女性用トイレの擬音装置設置や駐車場の照明設置など、利用者ニーズを反

映した取組を行っております。 

最後に、「評価（総合コメント）」でありますが、清掃強化により館内を

清潔に維持しており、市民が快適に利用できる環境に保つよう努めてお

り、また、公民館短期教室では、人気の高い運動系を取り入れ、受講機会

の確保を図るなど、利用者ニーズを把握し施設の利便性向上に努め、適切

に管理運営していることは、評価できるものです。 

以上が、千歳市立千歳公民館のモニタリング結果報告であります。 

 

何かご質問等ありますでしょうか。よろしいですか。 

では、次をお願いします。 

 

続きまして、３ 図書館のモニタリング結果についてご説明いたしま

す。 

「実施事業及び内容等」につきましては、資料に記載のとおりです。 

「年間利用者数」につきましては、貸出冊数は合計で６５万６,３５６

冊、貸出人数は合計で１２万２,０４４人、予約冊数は合計で２万６,７５

２冊となっており、平成２８年度と比較いたしまして、貸出冊数で１８,

９４０冊、貸出人数で３,８０１人、予約冊数は２,０１７冊、それぞれ減
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少しております。 

（２）の月別の利用内訳は、別紙１のとおりであります。 

「事業収支」につきましては、収入総額は１億１,１５２万４,２０７円

に対し、支出総額は１億１,０６８万９,９７２円、収支差引額は８３万４,

２３５円となっております。 

年度別収支状況につきましては、別紙２のとおりであります。 

「管理運営状況」についてでありますが、まず、（１）の利用者からの

評価でありますが、①では利用者ニーズの把握とサービスの向上のため設

置している「意見箱」には、トイレの増設や売店・カフェの設置など施設

や設備に関するものなど３７件寄せられております。 

また、利用者ニーズを把握するためアンケートの実施と、その結果につ

いて記載しております。 

ウ 施設の「職員対応」では、「とてもよい」・「よい」を合わせると、指

定管理者の結果で９２.９％、市の結果で８３.４％、「ふつう」を含める

と、指定管理者の結果で １００.０％、市の結果で ９２.５％となってお

り、「設備機能」につきまして、「とてもよい」・「よい」を合わせると、指

定管理者の結果で６９.０％、市の結果で６２.１％、「ふつう」を含める

と、指定管理者の結果で７１.７％、市の結果で８７.８％となっておりま

す。「設備機能」で良い評価を得るために何が必要か、これは「やや悪い」

「悪い」と回答した人のみの設問となっておりますが、「図書の手入れ」

というのが昨年実施した市のアンケートに無かったものが今回２件増え

ている結果となっております。 

「総合的な感想」につきましては、「とてもよい」・「よい」を合わせる

と、指定管理者の結果で７３.４％、市の結果で６９.７％、「ふつう」を

含めると、指定管理者の結果で８５.８％、市の結果で８６.４％となって

おります。 

オ「全体を通しての自由記載による主な意見・要望」は、記載のとおり

であります。 

なお、市のアンケート結果の詳細につきましては、別紙３－１・２のと

おりであります。 

（２）の 「事業報告書及び現地調査に基づく評価」についてでありま

すが、指定管理者から提出のあった、「月例報告書」及び「年次報告書」

により、管理運営業務の実施状況を確認しているほか、随時、現地調査を

行っており、施設の運営・管理は、協定書や仕様書に基づき適切に行われ

ていることを確認しております。 

（３）の「職員配置、緊急対応、意見・要望・苦情対応等、個人情報の

管理」及び（４）の「施設修繕、備品購入状況」については、記載のとお

りであります。 
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次に、「自主事業の達成状況」につきましては、（１）「市の仕様書に基

づく事業」では、資料展示、講演会、講座や読書会、読書週間事業などを

開催、また、（２）「指定管理者から提案のあった事業」では、赤ちゃんタ

イム、高齢者施設等支援サービスなどを実施しており、子どもから高齢者

までの幅広い年齢層を対象とした読書活動を推進しております。 

「市民サ―ビスの向上を図るための取組」につきましては、高齢者施設

等支援サービスや赤ちゃんタイムの継続実施など、利用者の利便性を図っ

たところであります。 

最後に、「評価（総合コメント）」でありますが、（１）の利用者アンケ

ート結果における職員対応が高い評価を受けているほか、（２）では、利

用者数の増加に向けて、小学校などに対する学習支援や中学校などからの

職場体験の受け入れなどの取組、（３）では、意見箱による利用者ニーズ

の把握や意見に対する回答を館内に掲示する姿勢を評価するものであり

ます。 

以上が、千歳市立図書館のモニタリング結果報告であります。 

 

何かご質問等ありますでしょうか。よろしいですか。 

では、次をお願いします。 

 

続いて、４ 千歳市民文化センター・千歳市民ギャラリーのモニタリン

グ結果についてご説明いたします。 

「実施事業及び内容等」につきましては、記載のとおりであります。 

（４）「事業の開催状況」につきましては、２９回の自主文化事業を実

施した結果、入場者数は昨年度より３,５７１人多い、１１,３３５人とな

っております。 

（５）の「利用料金の収納状況」は、別紙１のとおりであります。 

「年間利用者数と利用件数」についてでありますが、①の市民文化セン

ターの年間利用件数は４,２４３件、年間利用者数は２０万５,９２０人と

なっており、平成２８年度と比較いたしまして、利用件数で３３４件、利

用者数で７,２１４人それぞれ減少しております。貸館による利用の減少

が文化センター全体の利用の減少となったものであります。 

市民ギャラリーにつきまして、年間利用件数は６７６件、年間利用者数

は１万９,３５８人となっており、平成２８年度と比較いたしまして、利

用件数は増加したものの、利用者数は減少しております。 

（２）「施設の月別利用者数」につきましては、別紙２、（３）「室別稼

働率」につきましては、別紙３のとおりでありますので、後ほどご覧くだ

さい。 

「事業収支」につきまして、収入総額１億９,９５３万３,０８７円に対
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し、支出総額は、１億８,１６０万３,８７０円で、収支差引額は、１,７

９２万９,２１７円となっております。収支状況の概要につきましては、

記載のとおりであります。また、（２）年度別収支状況及び施設別収支状

況につきましては、別紙４に記載のとおりであります。 

「管理運営状況」の（１）「利用者からの評価」でありますが、①は指

定管理者が「自主文化事業」の来場者・参加者を対象にアンケート調査を

実施した結果であり、その結果につきましては、記載しております。 

このうち、「満足度」でありますが、「満足」が８１.３％と昨年の７５．

９％から増加し、高い評価となっており、「今後見たい事業」では、「コン

サート」、「映画」が高い割合となっております。 

②及び③は、指定管理者及び市が市民文化センターの利用者に対して実

施したアンケート結果でありまして、その結果につきまして記載しており

ます。 

まず、ウ 施設の「職員対応」につきまして、「とてもよい」・「よい」を

合わせると、指定管理者の結果で６２.１％、市の結果で５４.０％、「ふ

つう」を含めると、指定管理者の結果で１００.０％、市の結果で９２.

７％となっており、 

「設備機能」につきまして、「とてもよい」・「よい」を合わせると、指

定管理者の結果で６７.５％、市の結果で５２.１％、「ふつう」を含める

と、指定管理者の結果で９４.４％、市の結果で８７.８％となっておりま

す。 

「総合的な感想」につきましては、「とてもよい」・「よい」を合わせる

と、指定管理者の結果で ７３.１％、市の結果で５６.１％、「ふつう」を

含めると、指定管理者の結果で９８.６％、市の結果で８７.４％となって

おります。 

オ「全体を通しての自由記載による主な意見・要望」は、記載のとおり

であります。 

なお、市のアンケート結果の詳細につきましては、別紙５－１・２のと

おりであります。 

⑤と⑥でありますが、市民ギャラリーの利用者に対して実施したアンケ

ート結果でありまして、その結果につきまして記載しております。 

まず、ウ 施設の「職員対応」につきまして、「とてもよい」・「よい」を

合わせると、指定管理者の結果で８０.０％、市の結果で７２.１％、「ふ

つう」を含めると、いずれも１００.０％となっており、 

下段「設備機能」につきまして、「とてもよい」・「よい」を合わせると、

指定管理者の結果で６０.０％、市の結果で５５.８％、「ふつう」を含め

ると、指定管理者の結果で９０.０％、市の結果で８６.０％となっており、

「総合的な感想」につきましては、「とてもよい」・「よい」を合わせると、
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指定管理者の結果で６７.５％、市の結果で５１.２％、「ふつう」を含め

ると、指定管理者の結果で８７.５％、市の結果で８６.１％となっており

ます。 

オ「全体を通しての自由記載による主な意見・要望」は、記載のとおり

であります。 

なお、市のアンケート結果の詳細につきましては、別紙６－１・２のと

おりであります。 

（２）「事業報告書及び現地調査に基づく評価」につきましては、指定

管理者から提出のあった、「月例報告書」及び「年次報告書」により、管

理運営業務の実施状況を確認しているほか、随時、現地調査を行っており、

施設の運営・管理は、協定書や仕様書に基づき適切に行われていることを

確認しております。 

（３）「職員配置、意見・要望・苦情対応等、個人情報の管理」及び（４）

の「施設修繕状況」については、記載のとおりであります。 

「自主事業の達成状況」につきましては、（１）の「市の仕様書に基づ

く事業」につきまして、表に記載のとおり９つのジャンルで２５の事業を

実施し、（２）の指定管理者から提案のあった事業につきましては、４事

業を実施いたしました。 

「市民サービスの向上を図るための取組」につきましては、経年劣化し

た机・椅子の更新、文化センター・市民ギャラリー照明設備の計画的なＬ

ＥＤ化の実施、施設利用受付の時間延長の継続実施、文化センター・市民

ギャラリー利用団体による「利用促進懇談会」における意見を反映させた

取組を行っております。 

最後に、「評価（総合コメント）」でありますが、自主文化事業について

は、様々なジャンルの公演を行い、市民の芸術文化鑑賞機会の充実が図ら

れていると評価できるものであります。 

また、来館者にアンケート調査を実施し、利用者ニーズの把握に努めな

がら、貸館業務の運営や自主文化事業の企画運営を実施しており、アンケ

ート調査の結果からも、利用者の満足度は高いと評価できるものでありま

す。 

以上が、千歳市民文化センター・市民ギャラリーのモニタリング結果で

あります。 

 

何かご質問等ありますでしょうか。それでは、報告第２号のモニタリン

グ報告については、報告済みとしてよろしいでしょうか。 

 

一同了承（報告済み） 
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それでは、報告済みといたします。 

続きまして、報告第３号 平成３０年度における世界文化遺産の推薦候

補の選定について、説明をお願いします。 

 

平成３０年度における世界文化遺産の推薦候補の選定について、説明し

ます。 

平成３０年７月１９日に開催された文化審議会世界文化遺産部会にお

いて、「北海道・北東北の縄文遺跡群」が本年度の世界文化遺産の推薦候

補として選定されました。 

別紙は、文化庁から発表された資料となります。 

平成３０年度に審査の対象となった物件といたしましては、「北海道・

北東北の縄文遺跡群」のほか、新潟県の「金を中心とする佐渡鉱山の遺産

群」の２件でありました。 

資料には、世界遺産一覧表への記載に向けて今年度推薦することが適当

と思われる世界文化遺産の候補物件として、「北海道・北東北の縄文遺跡

群」を選定する、とされております。その下には、選定理由について、記

載されております。 

世界遺産登録に向けました今後のスケジュールといたしましては、今

後、世界遺産条約関係省庁連絡会議を経て、ユネスコへの推薦が、国とし

て決定されます。国がユネスコへ９月３０日までに推薦書の暫定版を、翌

年の２月１日までにその推薦書の正式版を提出することになります。その

後、平成３１年夏から秋にかけまして、国際記念物遺跡会議(ICOMOS)の現

地調査を行ったうえで、平成３２年の夏頃に開催されますユネスコ世界遺

産委員会において世界遺産登録の可否が決定されることとなります。 

今後も関係自治体で構成する縄文遺跡群世界遺産登録推進本部との連

携を深めながら、世界文化遺産の登録に向けて、取り組んでまいります。 

また企画展、講演、体験学習など文化財普及啓発事業や市民団体との情

報共有、意見交換など積極的に行い、世界文化遺産登録に向けた市民の機

運を高める取組を進めてまいります。 

以上であります。 

 

補足しますと、概要版は９月末に提出するのですが、正式なものは２月

１日までに提出するという説明をしたのですけれども、その時に、この縄

文遺跡群か、一度推薦に挙がっていて取下げた「奄美大島、徳之島、沖縄

島北部及び西表島」の自然遺産のいずれとするのかを国が決めて、２月に

正式な推薦として、ICOMOSに提出するということです。 

今は、自然、文化など関係なく、年に１件の推薦ということになってい

るので、そういう形になるということです。 
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よろしいですか。 

 

一同了承（報告済み） 

 

それでは、報告済みといたします。 

次は、報告第４号 市内小学校における感染性胃腸炎の発生について、

説明をお願いします。 

 

本日配布した報告第４号 市内小学校における感染性胃腸炎の発生に

ついて、説明いたします。 

まず、発生確認時の状況ですが、平成３０年７月９日（月）午前９時頃、

市内小学校から、７月９日（月）の朝、欠席した児童２２名のうち、２０

名がおう吐・下痢の症状で欠席との報告がありました。また、教員も２名、

同様の症状で欠席をしました。 

翌々日１１日（水）１７時頃に、保健所の調査の結果、検査を行った児

童5名全員の便から、ノロウイルスが検出されたとの報告がありました。

これが、本件の概要でございます。 

欠席者の数ですが、まず９日（月）ですが、教員２名を含む２２名欠席、

翌１０日が増えまして児童のみ３１名の欠席、１１日（水）に減りまして

４名、１２・１３日は同様症状の欠席がなくなりましたが、３連休明けま

して、１７日（火）に同様症状による欠席児童が２名、翌１８日（水）も

１名いたというのが経過で、１９日（木）以降は同様症状による欠席はな

いということで報告を受けております。 

欠席者数のうち、病院を受診したものが１３名おりまして、症状につい

ては、いずれもおう吐・下痢で、症状はすべて軽度でありました。 

主な経過でございますが、７月９日の様子でございますが、９時に学校

から、「本日の欠席児童が２２名おり、うち２０名がおう吐・下痢の症状

を訴えている。教員も同様の症状で２名欠席している。」旨の連絡があり

ました。その後、学校でおう吐した者がいるかどうかの状況ですとか、他

校では同様の状況がみられるかどうかということを確認しまして、そうい

ったものがないということを確認したうえで、１３時に千歳保健所へこの

学校の状況について報告をしております。保健所からは、手洗いの励行、

今後の発症者数の報告、検体、これは便ですが、その提出について指示が

ありました。 

その後、給食に関しまして、給食食器の回収後に、当該小学校の食器が

ほかの小学校の食器と混在して洗われると菌がうつる可能性があります

ので、同一のトラックで回収した食器及びコンテナを洗浄前にすべて消

毒。また、翌日からは、回収トラック自体を別にしまして、毎日洗浄前に



 15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消毒というのを、当該校分だけ実施している状況でございます。 

７月１１日、本件がノロウイルスだということがわかってからの経過で

ございます。１７時に千歳保健所から、「検体の調査を行った児童５名全

員の便から、ノロウイルスが検出された。」旨の連絡がありましたので、

緊急に対策を検討いたしまして、１８時３０分から、感染拡大を防ぐため、

校舎内の消毒が必要と判断し、教育委員会職員による廊下・教室等の床面

の消毒を実施いたしました。体育館については、翌日１２日の午前中に実

施しております。 

その他の対応としましては、学校におきましては、９日から２３日まで、

学校の職員により、水飲み場、手洗い場や階段の手すりなど、児童の手が

触れる場所の消毒を毎日実施したほか、１１日には、児童の上靴の底の消

毒を行いました。また、手洗い場の石鹸ネットを取り外し、ポンプ式の手

洗い石鹸に交換をしております。 

続きまして、千歳保健所からの報告内容です。 

まず、感染性胃腸炎についての経過については、繰り返しになりますが、

７月１１日（水）教育委員会からの通報を受けて、実施した検便の結果、

5名全員からノロウイルスを確認した。７月１２日（木）現在、症状は回

復もしくは快方に向かっている。千歳保健所では、当該小学校に対し、児

童及び職員の健康状況の把握、手洗いの励行及び施設内の消毒、清潔保持

等、感染防止対策について指導を行った。この経過については、１２日の

午後３時付けで報道発表が行われております。 

原因の特定につきましては、感染性胃腸炎発生の原因については、特定

できなかったと報告を受けております。 

続きまして、本件の収束についてですが、本日７月２３日（月）現在の

欠席者はなく、同日をもって本件は収束したものと判断するという報告を

受けております。 

最後に結論と今後の対策であります。 

本件については、千歳保健所の調査により発生原因の特定はできません

でしたが、何らかの理由により児童の間でノロウイルスの感染が広まった

ものと推定されます。 

７月１２日（木）以降は欠席者数が大幅に減少したものの、夏休み前ま

では学校における消毒作業を継続していたが、７月２３日（月）に保健所

から、本件が収束したとの見解が示されたものであります。ちなみに明日

から小中学校すべて夏休みに入ります。 

教育委員会としても、７月１９日（木）以降は新たな感染者が確認され

ておらず、感染は収束したものと判断いたしました。 

感染性胃腸炎等の予防については、これまでも手洗い・うがいの励行な

どを各学校に通知しているところでありますが、千歳保健所の助言を受
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け、７月１７日付で予防対策について再度各学校へ周知したところであ

り、引き続き全小中学校に対し、手洗い・うがいの徹底を図るよう指導し

てまいります。 

私からは以上であります。 

 

何かご質問等ありますか。よろしいですか。 

 

一同了承（報告済み） 

 

それでは、報告第４号については、報告済みといたします。 

 これをもちまして、本日の教育委員会会議を終了します。お疲れ様でし

た。 

 


